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ビジネス科学研究科 【博士後期課程】

企業科学専攻企業法コース
http://www.blaw.gsbs.tsukuba.ac.jp/

　今日の企業は，事業活動のグローバル化，社会の高度情報化，価値観の多
様化等に伴って，様々な法的課題に直面しており，これらの法的課題の本質
を的確に把握し，求められる解決策を提示できる人材の育成が急務になっ
ています。すなわち，実務経験を背景とした広い視野と知識に加えて，法に
関する深い専門的知見が必要であり，社会人を対象とした大学院レベルで
の高度な法学専門教育へのニーズは益々高まっているといえます。
　本コースでは，実務と研究の相互作用を重視し，国際的な視野に立って専門の研
究分野を深めるという方針の下，外国法に関する研究をベースとしながら，多様な
法的課題に対応した研究領域を通じて多角的視点から追求する場を提供します。

【共同指導体制】
　社会人を主な対象とする博士課程であることから，ともすると狭い
研究領域に没頭しがちであるので，広い高度の知識と総合的な判断力
を有する高度の専門職業人の養成を目標として，指導教員による個別
指導に加えて,教員全員による共同指導体制をとっています。また，学
生の個別事情に応じて，できる限り弾力的な履修指導が提供されます。
【論文作成の進行管理】
　時間的制約の大きい社会人学生が最終的な研究成果である博
士論文を３年間で完成させるためには，当面の目標をはっきりさせ
つつ順次進んでいくことが必要です。そのため，論文作成のステッ
プを明確に細分化して，各ステップごとの指導の区切りをつける意
味で定期的に「中間報告会」を開催し全教員による共同指導を実

の」型決解題問「，にうよじ同と）期前（攻専学法業企。すまいてし施
教育を行い，創造的な学問を行うことを目指しています。
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＜応募状況＞

博士（法学） 1 513
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27年度 28年度 29年度 計

特　色

　主な研究領域は次のとおりです。
●専攻共通
　ビジネスと法（財産をめぐる法）,同（社会における法）
●企業のグローバル化分野
　アメリカ法，イギリス法，フランス法，ドイツ法，アジア法，外国会社
法，国際租税計画，ドイツ法原典講読，イギリス法原典講読，フラン
ス法原典講読，ｲﾀﾘｱ法原典講読，米国民事訴訟法，ドイツ民事訴訟
法，ヨーロッパ外書講読,ドイツ法判例講読，国際取引と国際私法，
外国証券法特殊講義，外国資本市場法，株式会社法文献講読
●企業組織と金融分野
　現代株式会社法，国際会社法，現代信託法，比較金融法，現代契約
法，企業組織再編と法
●情報テクノロジーと企業分野
　知的財産法による情報財保護，電子社会と法，現代知的財産法，企
業ノウハウと従業員，欧米知的財産法，アメリカ知的財産法，比較知
的財産法，知的財産法の現代的課題
●社会・経済法分野
　市場経済と競争法，比較労働法の基礎，現代社会保障法

領　域

教育方法

＜入学者関係データ＞
平成30年度入学者 ／8名（男性5名，女性3名）

①年齢分布
）歳8.84齢年均平（  

②出身学部

③勤務先状況

３０-３９歳（1人）

経営学系（1人）

官庁・公共団体
（4人）

IT・ソフトウェア・
通信（1人）

金融・証券（1人）

法律・会計事務所
（1人）

50-5９歳（4人）

４０-４９歳（3人）

法学系（7人）

研究・教育（1人）

システムズ・マネジメントコースと企業法コースを合わせて23名の定員となります。


